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研究成果の概要（和文）：矯正しか臨床における歯の移動は、医原性の歯根吸収を伴うことが知られている。し
かし、矯正歯科臨床では二次元的なX線画像を用いた分析が主流であり、歯根吸収の正確な評価は困難であった
が、CBCTにより歯根吸収の3次元的評価が可能となった。
本研究ではCBCTの有用性を評価し矯正治療への応用することを目的とし、臨床および基礎の視点から研究する必
要があると考えた。

研究成果の概要（英文）：In orthodontics, the evaluation of treatment results, such as tooth movement
 and root resorption, is generally performed using two-dimensional (2D) panoramic　radiography and 
lateral and anteroposterior cephalometric measurements. Given the limitations of 2D radiography in 
assessing the topographic relationship, it has been difficult to　accurately establish the 
relationship between the three-dimensional (3D) tooth　movement and root resorption.
The pre- and post-treatment CBCT images were useful for the diagnosis and evaluation of the patient,
 respectively. Our findings provide valuable insights and can be used to avoid orthodontic 
treatment-related complications.

研究分野：矯正歯科

キーワード： 矯正歯科　歯根吸収　CBCT　上顎洞　骨再生医療

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
矯正歯科治療において、歯の移動は医原性の歯根吸収リスクを伴うことが知られているが、その要因は多岐にわ
たる。特に、歯周病を代表とする炎症性疾患を伴う場合や解剖学的制限のある場合については、歯根の移動量の
限界や歯周組織のリモデリングなど不明な点が多い。
本研究では、患者の歯科用CBCTデータの大規模解析を行い、歯の移動パタンと歯根吸収の関係を明らかにしてき
た。また、歯の移動モデルや炎症性疾患モデル等のラットモデルを使用し、臨床に即した様々な条件を再現し、
歯の移動に伴う歯根および歯周組織の変化を評価した。
このように、臨床および基礎研究から得られた結果を相互にフィードバックし包括的に評価を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
歯は健康な歯周組織と十分な骨組織が存在する部位にのみ移動が可能と考えられている。す
なわち、上顎洞や切歯管などの解剖学的構造、唇顎口蓋裂等の疾患に伴う骨欠損部位においては
歯の移動が困難とされ、無理に歯の移動した場合に生じる医原性歯根吸収が問題とされてきた。
歯根吸収の病因は遺伝的要因、全身性因子、歯根形態、あるいは歯槽骨形態などが複雑に関連す
る多因子性である 1。特に矯正歯科治療に伴う医原性の副作用として知られ、矯正歯科治療後に
は 73%の症例 2 で歯根吸収が起き、5mm 以上の重篤な歯根吸収も 2-5％程度起きているとの報
告 3 もある。特に、歯根が上顎洞に近接する場合 4 や口唇口蓋裂患者 5 における顎裂部のよう
に解剖学的制限のある場合では歯根吸収が起きやすいといわれ、矯正歯科治療の障害となり歯
の移動が困難とされている。さらに、慢性副鼻腔炎や歯原性上顎洞炎など、上顎洞に関連する炎
症性疾患を伴う症例では、より歯の移動が困難と考えられている 6。これらの疾患は、日本国内
における罹患患者数が年間 100～200 万人と言われ 7、矯正歯科治療を受診している患者がいる
にも関わらず、矯正歯科治療の安全性についての報告はされていない。 
歯根吸収は二次元的な X 線画像では正しい評価が困難であった。近年、歯科用 computed 

tomography（CT）の普及が進み、特に空間分解能が高く被曝線量が少ない cone beam CT 
（CBCT）の歯科治療における有用性が期待されている。特に、上顎洞と矯正歯科治療について
は不明な点が多く、上顎洞内に歯根が突出している歯の移動は経験的に困難と考えられていた。
しかし、CBCT を利用した症例報告では上顎洞内でも歯根の移動が可能との報告があり 8、基礎
研究においても、マウスの上顎洞側に骨のリモデリングを伴う歯根の移動が可能であることが
示唆されている 9。そのため、上顎洞に突出している歯根に対し、安全に歯を動かす方法について
は議論の余地がある。 
本研究計画は、2018 および 2019 年度科学研究費助成事業研究活動スタート支援（18H06273 
および 19K21364）に採択された研究内容を基に、より内容を発展させた継続研究となっている。 
 
 
２．研究の目的 
 研究の全体構想は『骨欠損部位における歯根吸収を伴わない歯の安全な移動方法の確立』を目
的とする。本研究課題の具体的な目的は『上顎洞を介した歯の移動の評価』、『炎症性疾患を伴う
上顎洞内の歯の移動の評価』および『骨再生医療を利用した歯の移動方法の確立』とし、基礎・
臨床研究からアプローチし両分野で得られた結果を包括的に評価することである。本研究では
【基礎研究】および【臨床研究】の両分野から相互にフィードバックを行うことができるため、
見過ごされている現状の問題点を明らかにし、より安全な矯正歯科治療法の確立を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
研究方法として、矯正学的歯の移動（Orthodontic tooth movement: OTM）モデルおよび炎症
性疾患モデルを使用した【基礎研究】と外来受診者の診断用資料を使用した【臨床研究】から、
基礎・臨床両面からの体系的評価を行う。 
 
 
４．研究成果 
 基礎研究においては、本研究で使用する OTM モデル、炎症疾患モデルを確立し、種々の条件下
において研究報告を行った。矯正治療の際に行う抜歯を再現したモデルでは、治癒過程で起きる
抜歯窩の炎症を効果的に抑制し、新しい骨形成を加速する可能性を報告した。 
 臨床研究においては、患者情報をまとめた CBCT データベースを確立し、矯正治療に関係性の
高い解剖学的報告を複数行った。また、CBCT データベースから特徴的な症例を選択し、矯正治
療前後における歯根および歯周周囲組織の変化についてまとめた症例報告も行っている。 
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